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【結果】対象の属性は、男性 23 名、女性 14 名。平均年齢 76.7 ± 18.7 歳。
医療連携の期間は平均 12.6 日。初回相談から死亡までの期間は平




























ンに勤務する 37 施設の看護師 179 名。データ収集期間は平成 25 年 8
月 19 日～ 9 月 25 日。看護研究推進委員会の倫理審査を受け、看護サ
マリーに関する 6 項目について独自に作成した記述式アンケートを用
いてデータ収集を行い、得られたデータを単純集計した。
【結果】訪問看護ステーションの対象者は 179 名、うち回答は 69 名で
回収率は 38.5%。訪問経験は HOT 使用者が 97％、麻薬使用者が 94％、

































ト等について研修会を実施した。平成 25 年 12 月から平成 26 年 2
月に 9 か所の高齢者事業所のうち 7 か所に対して計 5 回開催し、受
講者数は 144 名、参加者の職種は、看護師・ヘルパ ・ー介護福祉士・
事務職員、ケアマネージャー等である。アンケート回収は 84 名、
回収率 58％であった。よく理解できたが 53 名（63%）、だいたい
理解できたが 17 名（20％）、理解できなかったは 0 名であった。ま
た半数の人が、施設内で下痢や嘔吐の入所者への対応をしたことが
無いと回答している。　研修会開催後に、高齢者施設でノロウィル
スによる感染性胃腸炎と思われる患者は発生していない。しかし今
回は、研修開催時期が遅かったため、次年度からは流行前に研修会
を開催し、ノロウイルスによる施設内感染を防止したいと考える。
高齢者施設の場合は、入所者の中に認知症患者の割合も多く、患者
に説明しても協力を得られないために次亜塩素ナトリウムの取り扱
いに苦労している。また施設の環境や予算など病院と異なり対策を
検討する際に考慮しなければならないことも多々あった。今回、地
域の施設と感染予防対策を通じて交流を図ったが、今後も様々な連
携がとれるようにしていくためには出前講座は良い方法であると考
える。
